
織

豊

系

城

郭

以

前

多

田

暢

久

は
じ
め
に

近
世
社
会
の
幕
開
け
を
ど
の
時
期

に
設
定
す
る
か
は
、
織
田

・
豊

臣
政
権
に
対
す
る
評
価
と
関
わ
る
重
要
問
題
で
あ
る
。
織
田
政
権
の

性
格
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
結
論
が
出
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
、

城
郭
研
究

に
お
い
て
、
信
長

の
安
土
城
を
近
世
城
郭

へ
の
画
期
と
す

　
　

　

る

こ
と

は
、

大

筋

で
認

め

ら

れ

る

で
あ

ろ

う

。

石

垣

・
瓦

・
礎

石

建

　
　

　

物
の
使
用
が
、
そ
の
指
標
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
安

土
城
以
後

も
、
城
郭
が

一
斉
に
近
世
化
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
織
田

勢
力
下
で
も
同
時
期
に
、
中
世
城
郭
の
特
徴
を
持

つ
城
が
築
か
れ
て

い
た
。
ま
た
石
垣
や
瓦
な
ど
、
個
々
の
技
術
的
特
徴
に
つ
い
て
は
、

　
ヨ

　

安
土
城
以
前
の
城
郭
に
も
部
分
的
に
み
ら
れ
る
。
織
田
勢
力
に
お
い

て
も
、
中
世
城
郭
か
ら
の
築
城
技
術
の
発
展
過
程
が
あ

っ
た
は
ず

で

あ
る
。

で
あ
る
な
ら
ば
、
安
土
城
以
前
こ
そ
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
問
題

に
答
え
る
た
め
の
視
点
の

一
つ
に
、
縄
張
り

　
　

　

の
分
析
が
あ
る
。
城
郭

の
縄
張
り
研
究
は
、

一
九
八
〇
年
代
に
急
激

　
ら

　

に
進
歩
し
た
。
さ
ら
に
、
織
豊
期

の
発
達
に

つ
い
て
は
、
編
年
を
中

　
　

　

心
と
し
た
研
究
が
あ
る
。
今
回
は
そ
の
成
果

に
基
づ
き
、
織
豊
系
独

自
の
縄
張
り
、
出
現
期

の
様
相
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
具
体
的
に
は
、

織
豊
系
縄
張
り
の
特
徴
を
、
出
現
期
に
お
い
て
同
時
期
の
周
辺
の
城

郭
と
比
較
し
て
み
て
み
た
い
。

ま
ず
編
年
研
究
の
成
果
を
整
理
し
て
お
く
。
織
豊
系
城
郭

の
編
年

は
、
虎

口
と
呼
ば
れ
る
城
の
出
入
口
部
分
の
発
達
を
基
準

に
設
定
さ

れ
て
い
る
。
虎
口
に

つ
い
て
は
、
直
進
し

て
城
内

へ
入
る
平
入
り

(第
1
類
型
)
と
、

ル
ー
ト
が

一
度
曲
が
る
虎

口

(
第
2
類
型
)

の

段
階
を
経
て
、
虎
口
両
脇
の
塁
線
が
前
後
に
ず
れ
、
二
回
屈
曲
し
て

城
内

へ
入
る
喰
違
い
虎
口

(第
3
類
型
)

へ
と
進
む
と
さ
れ
る
。
た
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だ
、
第

1

・
2
類
型

の
虎

口
は
、
必
ず
し
も
織
田
系
列
独
自
の
も
の

で
は
な

い
。
こ
れ
は
編
年
と
い
う
作
業
の
性
格
上
、

一
般
的
な
虎
口

の
発
展
段
階
を
織
田
勢
力

の
城

で
も
経
て
き
た
こ
と
を
示
す
も
の
で

ハ
　

　

あ
る
。
織
豊
系
城
郭
の
独
自
性
は
、
喰
違
い
虎
口
の
出
現
以
降
が
問

題
と
い
え
る
。
編
年
上

で
の
喰
違

い
虎

口
の
初
見
は
、
永
禄
十
年

(
一
五
六
七
)
築
城
の
岐
阜
城
。
以
後
の
事
例
は
、
永
禄
十

一
年

の

信
長
上
洛
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
地
域
も
畿
内
が
舞
台
と
な
る
。
織

田
氏
も
上
洛
以
前
は
、
他

の
戦
国
大
名
と
比

べ
進
ん
だ
技
術
を
使

っ

　
　

　

て
い
た
と

は
い
え
な
い
。
尾
張
時
代
の
事
例
が
少
な
い
の
で
詳
し
く

は
不
明

で
あ
る
が
、
織
田
方

の
城
郭
は
畿
内
を
掌
握
し
て
か
ら
独
自

の
縄
張

り
の
発
展
を
遂
げ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
ら

に
、
編
年
で
は
虎
口
の
発
達
と
堀

・
石
垣
の
技
術
発
達
と
を

組
み
A
口わ
せ
発
展
段
階
を
把
握
す
る
。
堀
は
堀
切
か
ら
横
堀

へ
と
発

達
し
て
い
く
。
し
か
し
、
横
堀

の
技
術
は
虎
口
の
出
撃
性
を
制
約
し
、

喰
違
い
虎

口
と
は
両
立
し
な
い
。
そ
れ
が
横
堀
を
渡
る
た
あ

の
虎
口

専
用
の
空
間
を
有
す
る
第
4
類
型

の
虎
口
を
生
み
だ
し
た
と
さ
れ
る
。

第
3
類
型
か
ら
第
4
類
型

へ
の
発
達

へ
は
、
横
堀

の
採
用
が
深
く
関

わ

っ
て
い
た
。

以
上

の
研
究
か
ら
、
縄
張
り
的
に
は
横
堀
と
喰
違
い
虎
口
の
採
用
、

時
期
的

に
は
信
長
が
上
洛
し
た
永
禄
十

一
年
前
後
、
地
域
的

に
は
畿

内
が
問
題
と
し
て
設
定
さ
れ
よ
う
。

大
和
を
中
心

に
み
て
い
き
た
い
。

こ
の

う
ち

地

域

に

つ
い

て

は
、

二

大
和
に
お
け
る
信
長
上
洛
の
影
響

畿
内
に
お
い
て
も
、
信
長
上
洛
は
画
期
と
な

っ
た
。
永
禄
十

一
年

　
　

　

九
月
二
十
六
日
、
信
長
は
足
利
義
昭
を
奉
じ

て
上
洛
を
は
た
す
。
当

初
は
三
好
勢
力

の
抵
抗
が
あ

っ
た
が
、
十
月

に
は
こ
れ
を
排
除
し
、

　　
　

「
五
畿
内
隣
国
皆
以
て
御
下
知
に
任
せ
ら
る
」
状
況
と
な
る
。

当
時
の
大
和

で
は
、
松
永
久
秀
と
筒
井
順
慶
が
対
立
し
て
い
た
。

筒
井
方
に
は
、
久
秀
と
不
和
に
な

っ
て
い
た
三
好
三
人
衆
が
味
方
し

て
い
る
。
戦
況
は
松
永
方
に
不
利
で
、
永
禄
十
年
に
は
多
聞
城
近
く

に
ま
で
三
好

・
筒
井
方
が
迫

っ
て
い
る
。
多
聞
城
は
、
奈
良
に
お
け

る
松
永
方
の
本
拠
で
あ

っ
た
。
こ
の
時
は
、
松
永
方
の
夜
討
ち
に
よ

り
大
仏
殿
が
炎
上
し
、
こ
れ
に
よ
り
辛
う
じ

て
三
好

・
筒
井
方
を
撃

　ロ
　

退
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
な
か
、
上
洛
し
た
信
長
に
、

久
秀
は
い
ち
早
く
よ
し

み
を
通
じ
た
。
永
禄
十

一
年
十
月
四
日
に
は
、
信
長
と
足
利
義
昭
に

面
会
し
、
「和
州

一
国

ハ
久
秀
可
為
進
退
」
と
大
和

の
支
配
を
認
あ

　ね
　

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
筒
井
方
は
、
信
長

に
従
う
べ
く
上
洛
す
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　ほ
　

る
が

「
尾
州
依
無
同
心
空
下
了
」
と
取
り
付
く
島
も
な
い
。
こ
こ
に
、

松
永
と
筒
井

の
立
場
は
逆
転
し
た
。
六
日
に
は
郡
山
衆
が
松
永
方

へ

　け
　

寝
返
り
、
筒
井
城

の
際
ま
で
松
永
久
通
が
攻
め
寄
せ
て
い
る
。
筒
井

城
は
史
料

に

「筒
井
ノ
平
城
」
と
あ
り
、
椿
尾
城
に
対
し
筒
井
氏
の

　め
　

平
野
部

に
お
け
る
本
城
で
あ

っ
た
。
八
日
に
は
、
筒
井
城
が
開
城
し

　め
　

て
い
る
。
そ
の
後
も
、
久
秀
は
信
長
方
よ
り
佐
久
間
信
盛
、
足
利
義

昭
方
か
ら
細
川
藤
孝

・
和
田
惟
政
の
援
軍
を
得
て
、
筒
井
方
の
城
を

　
ロ
　

次

々
と

落

と

し

て

い

っ
た

。

　お
　

十
五

日
に
は
筒
井
方
の
豊
田
城
が
落
城
。
さ
ら
に
、
松
永
方
は
井

戸
城
を
攻
め
る
た
め
、
井
戸
城
の
周
囲
に
四
ヵ
所
の
足
場
の
城

「押

城
」
を
築
く
。
落
城
後
の
豊
田
城
は
、
こ
の

「押
城
」
の

一
つ
と
し

　ド
　

て
利
用

さ
れ
て
い
る
。
城
主
の
豊
田
氏
は
、
以
後
も
し
ば
ら
く
は
筒

井
方
と

し
て
井
戸
城
に
篭
も

っ
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
永
禄
十

三
年

一
月
二
十
八
日
に
は
、
松
永
方
に
寝
返
ろ
う
と
し
た
の
が
露
見

　の
　

し
て
井
戸
城
を
出
て
い
る
。
元
亀
二
年

(
一
五
七

一
)
八
月

の
辰
市

　お
　

城
合
戦

で
は
、
松
永
方
の
討
ち
死
に
の
中
に
豊
田
の
名
が
み
え
る
。

こ
の
合
戦

の
敗
北
に
よ
り
、
松
永
方
は
再
び
劣
勢
と
な

っ
て
い
く
。

さ
ら
に
天
正
元
年

(
一
五
七
三
)
に
久
秀
は
、
信
長
と
対
立
し
た
足

利
義
昭

に
味
方
し
、
織
田
方
に
多
聞
城
明
け
渡
し
て
い
る
。
以
後
、

久
秀
は
大
和
と
河
内
の
境
、
信
貴
山
城
に
逼
塞
す
る
。
天
正
五
年
に

　　
　

は
信
貴
山
城
が
落
城
し
、
松
永
氏
は
滅
亡
し
た
。

以
上

の
流
れ
を
み
る
と
、
松
永
氏
の
動
向

と
織
豊
系
縄
張
り
の
出

現
時
期
は
あ
る
程
度
重
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
松
永

勢
力

の
関
わ

っ
た
城
か
ら
み
て
い
き
た
い
。

三

松
永
方
の
城
の
縄
張
り

前
章

で
み
た
永
禄
期
の
大
和
の
動
向
か
ら
、
豊
田
城
に
は
松
永
方

の
改
修
が
加
わ

っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
期

間
は
永
禄
十

一
年
か
ら

元
亀
二
年
ま
で
の
間
で
あ
る
。
辰
市
城
合
戦

で
は
、
豊
田
氏
も
松
永

方

に
味
方
し
て
没
落
し
た
。
豊
田
城
に
つ
い
て
は
、
元
亀
二
年
以
降

の
改
修
の
可
能
性
は
低
い
。

豊
田
城

(図
1
)
は
、
天
理
市
の
市
街
地

の
北
東
に
位
置
す
る
。

標
高

一
九

一
メ
ー
ト
ル
、
平
野
部
か
ら
の
比
高
は
約

一
〇
〇
メ
ー
ト
　の
　

ル
の
山
城
で
あ
る
。
城
内
は
横
堀
に
よ
り
五

つ
の
地
区
に
区
分
さ
れ
、

北
側
の
長
方
形
の
曲
輪
が
主
郭
と
推
定
で
き
る
。
南
東
の
曲
輪
は
主

郭
と
ほ
ぼ
同

レ
ベ
ル
で
、
さ
ら
に
南
東
方
向

へ
と
尾
根
が
続
く
。
尾

根
続
き
は

一
部
で
主
郭
よ
り
も
高
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
横
堀
で

囲
む
だ
け
で
曲
輪
な
ど
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
主
郭
東
側
の
曲

輪
も
、
主
郭
に
対
し
土
塁
を
設
け
、
相
対
的

に
独
立
性
が
あ
る
。
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横
堀

に

つ
い
て
は
、
か
な
り
の
規
模
の
も
の
を
城
域
全
体
に
巡
ら

す
。
主
郭

の
南
西
側

で
は
、
谷
地
形
を
塞
い
で
横
堀
を
設
定
し
て
い

る
。
曲
輪

の
な
い
南
東

の
尾
根
上
も
、
広
く
横
堀
で
囲
い
込
む
。
た

だ
、
横
堀

に
掛
か
る
横
矢
は
確
認
で
き
な
い
。
虎
口
の
発
達
も
不
十

分
で
、
明
確
に
ル
ー
ト
を
推
定
で
き
る
虎
口
は
み
ら
れ
な
い
。

一
部

で
は
、
堀
底
を
通
路
と
す
る
。

豊
田
城

の
縄
張
り
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、
①
主
郭
に
対
し
相
対

的
に
独
立
性

の
高

い
曲
輪
が
あ
り
、
主
郭
の
求
心
性
は
弱
い
。
②
発

達
し
た
横
堀
が
広
域

に
城
郭
を
囲
い
込
み
、
防
御
ラ
イ
ン
を
画
す
る
。

③
虎
口
は
明
確

で
な
く
、
喰
違
い
虎
口
な
ど
も
み
ら
れ
な
い
。
④
横

堀
に
掛

か
る
横
矢
は
確
認
で
き
な
い
。
の
四
点
で
あ
る
。

全
体

と
し
て
、
横
堀
の
発
達
が
突
出
し
て
い
る
と
い
え
る
。
織
豊

系
城
郭

の
編
年

に
よ
り
、
同
時
期
の
織
田
方
の
城
と
比
較
し
て
も
、

横
堀
の
使

用
は
進
ん
で
い
る
と
い
え
る
。

他
に
、
松
永
方

の
同
時
期
の
城
と
し
て
は
、
京
都
府
木
津
町
に
所

在
す
る
鹿
背
山
城

(図
2
)
が
あ
る
。
『多
聞
院
日
記
」
に
よ
れ
ば
、

信
長
上
洛

の
直
前
、
永
禄
f

一
年
の
九
月
十
三
日
と
十
四
日
に
多
聞

　
　

　

院
の
使
者

が
鹿
背
山
城
に
逃
げ
込
ん
で
い
る
。
中
井
均
氏
は
当
時

の

多
聞
院

と
松
永
氏
の
関
係
か
ら
、
こ
の
と
き
城
が
松
永
方

で
あ

っ
た

　あ
　

　　
　

と
推

定

さ

れ

た
。

落

城

の
時

期

に

つ
い

て

は
、

天
正

二
年

と

さ
れ

る
。

多
聞
城

の
北
面
の
抑
え
と
い
わ
れ
、
久
秀
が
多
聞
城
を
築
い
た
永
禄

三
年
頃

に
は
、
す
で
に
松
永
方
が
使
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

信
長
上
洛
以
降
の
豊
田
城

に
比

べ
、
鹿
背
山
城
は
永
禄
初
め
か
ら
松

永
方

の
手
が
入

っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

城
内

の
北
西
側
、
最
高
所
に
位
置
す
る
曲
輪
が
主
郭
で
あ
る
。
主

郭
は
東
西
に
長
く
、
南
側
と
東
側
の

一
部
に
土
塁
を
有
す
。
南
に
向

か
い
桝
形
状

の
虎
口
が
開
く
。
主
郭
の
南
東
側
に
は
、
主
郭
と
同

レ

ベ
ル
の
、
や
や
独
立
的
な
曲
輪
が
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
東
の
曲
輪
も
、

出
丸
状

に
独
立
し
て
い
る
。
主
郭
に
対
し
、
相
対
的
に
独
立
性
の
高

い
曲
輪
が
あ
る
の
は
、
豊
田
城
と
共
通
す
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、

主
郭

に
土
塁
を
設
け
る
な
ど
、
主
郭
の
求
心
性
強
化
に
も
努
め
て
い

る
。
虎

口
は
主
郭
の
桝
形
以
外
に
も
、
土
塁

で
両
側
を
固
め
た
虎
口

が
確
認
で
き
る
。
こ
の
あ
た
り
は
、
明
確
な
虎
口
が
確
認
で
き
な
い

豊
田
城
よ
り
進
ん
だ
技
術

で
あ
る
。
最
終
段
階
の
改
修
に
よ
る
も
の

で
あ
ろ
う
か
。

横
堀
は
み
ら
れ
な
い
が
、
堀
切
り
か
ら
帯
曲
輪
が
横
に
続
き
、
城

域
を
画
す
。

こ
れ
に
よ
り
防
御
ラ
イ
ン
を
設
定
す
る
の
も
、
豊
田
城

と
同
思
想
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
鹿
背
山
城
で
は
帯

　り
　

曲
輪

に
よ
る
城
域
ラ
イ
ン
は
、
畝
状
空
堀
群
と
連
続
し
て
い
る
。
大

和

に
お
け
る
畝
状
空
堀
群
は
、
天
文
か
ら
永
禄
初
あ
に
か
け
て
使
用

…
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さ
れ
た
。
大
和
に
お
け
る
松
永
勢
力
初
期
の
、
城
域

ラ
イ
ン
設
定
の

事
例
と
評
価
で
き
よ
う
。

鹿
背
山
城
で
は
、
豊
田
城
と
土
ハ通
す
る
縄
張
り
の
特
徴
が
い
く

つ

か
み
ら
れ
た
。

一
方
で
天
正
初
年
頃
ま
で
の
進
ん
だ
技
術
も
み
ら
れ

る
。
こ
れ
に
対
し
、
永
禄
初
め
に
松
永
方

の
支
配
下
に
入
り
、
永
禄

十

一
年
ま
で
に
松
永
方
か
ら
離
れ
た
城
と
し
て
沢
城

(図
3
)
が
あ

る
。
永
禄
三
年
、
松
永
久
秀
は
三
好
方
と
し
て
宇
陀
郡
に
ま
で
攻
め

込
ん
だ
。
こ
の
時
、
沢
城
や
同
じ
宇
陀
郡
の

「
日
の
牧
城
」
は
、
久

ハ　
　

秀
に
攻

め
ら
れ
開
城
し
て
い
る
。

こ
の
あ
と
松
永
方
の
高
山
飛
騨
守

　
　

　

が
沢
城

に
入

っ
た
。
そ
の
後
、
永
禄
十

一
年
に
は
沢
氏
が
復
帰
し
て

　
の

　

い
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
松
永
勢
は
退
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
復
帰
後

　　
　

の
沢
氏
は
、
天
正
十
年
頃
ま
で
在
城
し
た
ら
し
い
。
た
だ
、
縄
張
り

は
、
宇
陀
郡
内
の
他
の
城
と
異
な

っ
て
お
り
、
松
永
段
階
の
も
の
と

み
て
よ

い
。

沢
城
か
ら
は
、
北
側
に
尾
根
が
続
く
。
そ
の
尾
根
h
、
城
か
ら
か

な
り
離
れ
て
堀
切
り
を
設
け
る
。
豊
田
城
も
城
よ
り
高
く
続
く
尾
根

を
広
く
堀
で
区
画
し
て
い
た
。
さ
ら
に
城
は
尾
根
続
き
を
三
重
に
堀

切
る
。
城
内
は
、
北
南
で
縄
張
り
の
特
徴
が
異
な
る
。
南
側
の
最
高

所
が
主
郭
で
あ
る
が
、
南
側
の
曲
輪

で
は
ほ
と
ん
ど
上
塁
が
み
ら
れ

な
い
。

一
方
、
北
側
は
上
塁
と
横
堀

で
曲
輪
を
囲
い
込
む
。
防
御
ラ

イ

ン
優
位
の
縄
張
り
で
、
逆
に
内
部
は
曲
輪
と
し
て
は
不
十
分

で
あ

　　
　
る
。
ま
た
、
北
側
の
曲
輪
の
十
塁
は
、

一
部

で
南
側
の
曲
輪

に
対
し

て
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

沢
城
に
お
い
て
も
、
豊
田
城
や
鹿
背
山
城
と
同
じ
く
主
郭

に
対
し

て
独
立
的
な
曲
輪
が
み
ら
れ
、
主
郭
の
求
心
性
の
弱
さ
が
指
摘
で
き

る
。
ま
た
、
虎
口
が
明
確
で
な
い
の
に
、
横
堀
な
ど
城
域

ラ
イ
ン
の

み
が
突
出
し
て
発
達
し
て
い
た
。

四

畿
内
に
お
け
る
横
堀
の
使
用

前
章

で
、
大
和
に
お
い
て
松
永
勢
力
が
関
わ

っ
た
城
に
つ
い
て
み

て
き
た
。
検
討
し
た
三
城
か
ら
は
、
松
永
方

の
城
で
は
横
堀
な
ど
城

域
を
画
す
る
防
御
ラ
イ
ン
が
突
出
し
て
発
達
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

翻
『
時
期
的
に
も
、
信
長

の
上
洛
以
前
の
永
禄
の
初
期
か
ら
横
堀
を

使
用
し
て
い
た
可
能
性
が
高

い
。

一
方
、
主
郭
の
優
位
の
確
立
や
、

曲
輪
の
機
能
分
化
、
虎
口
の
発
達
は
不
十
分

で
あ

っ
た
。
で
は
、
こ

れ
ら
の
特
徴
は
、
松
永
方
の
城
だ
け
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
、

や
や
範
囲
を
広
げ
て
検
討
し
て
み
た
い
。

松
永
方
と
対
立
し
た
筒
井
氏
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
永

禄
十
年
、
根
来
衆
と
畠
山
勢
が

「
サ
ヒ
ノ
幸

田
ノ
城
」
を
攻
撃
し
、

100一
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　お
　

撃
退
さ
れ
て
い
る
。
当
時
は
、
筒
井

・
三
好
方
が
多
聞
城
に
迫
り
、

松
永
方
は
窮
地

に
追

い
込
ま
れ
て
い
た
。
村

田
修
三
氏
に
よ
れ
ば
、

根
来
衆
と
畠
山
氏

の
動
き
は
松
永
方
を
救
援
す
る
た
め
の
も
の
で
、

そ
れ
を
防

い
だ

「
幸
田
ノ
城
」
は
筒
井
方
の
最
前
線
と
考
え
ら
れ
る

　　
　

と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

「幸
田
ノ
城
」
は
、
奈
良
県
御
所
市

に
所

在
す
る
佐
味
城

(図
4
)
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

佐
味
城
の
縄
張
り
を
み
る
と
、
こ
の
城
も
横
堀
が
巡
り
、
城
域
を

画
す
。
虎
口
に
対
し
て
横
矢
は
効
か
な
い
樋
、
豊
田
城
の
横
堀
も
横

矢
の
折
は
確
認
で
き
な
か

っ
た
。
時
期
か
ら
み
て
も
、
大
和
に
お
け

る
横
堀
の
使
用
を
松
永
方
だ
け
の
特
徴
と
は
い
え
な
い
。
永
禄
前
半

頃
に
は
大
和
に
お
い
て
、
横
堀
の
技
術
が
共
有
さ
れ
て
い
た
と
推
定

　が
　

さ
れ
よ
う
。

さ
ら
に
京
都

で
も
、
永
禄
前
期
に
足
利
義
輝
が
対
三
好
方

の
拠
点

と
し
て
利
用
し
た
如
意
岳
城
が
、
削
平
不
十
分
な
曲
輪
を
横
堀

で
囲

　　
　

ん
で
い
る
。
ま
た
、
丹
波
で
横
堀
を
使
用
し
た
城
は
、
福
知
山
周
辺

　れ
　

に
多
く
分
布
す
る
。
こ
れ
は
、
天
文
末
か
ら
永
禄
前
半
に
か
け
て
丹

波
に
侵
攻
し
た
三
好
方
の
松
永
長
頼
の
勢
力
範
囲
の
外
縁
部
と
な
る
。

藤
井
善
布
氏
は
、
横
堀
が
松
永
侵
攻
の
軍
事
的
緊
張
に
よ
り
出
現
し

　ね
　

た
と
考
え
て
い
た
。

こ
の
他
、
播
磨
に
お
い
て
も
横
堀
の
突
出
し
た

　れ
　

発
達
が
み
ら
れ
る
。
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畿
内

に
お
け
る
横
堀
は
、
永
禄
期
前
半
に
三
好

・
松
永
の
侵
攻
に

伴
う
軍
事
的
緊
張

の
な
か
で
出
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
。
信
長

上
洛
以
前
に
畿
内
近
国

で
は
、
す
で
に
城
郭

に
お
け
る
横
堀
の
使
用

が
、
か
な
り
広
く
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
虎
口
の
発
達

や
主
郭

の
求
心
性
強
化
、
曲
輪
の
機
能
分
化
は
不
十
分
で
あ

っ
た
。

五

お
わ
り
に

織
豊
系
城
郭
の
編
年
に
よ
れ
ば
、
織
田
勢
力

の
城
で
横
堀
を
使
用

す
る
の
は
、
天
正
六
年
の
伊
賀
丸
山
城
か
ら
で
あ
る
。
横
堀
に
つ
い

て
は
、
織
田
方
の
ほ
う
が
畿
内
の
城
郭
か
ら
学
ん
だ
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
最
初
に
み
た
喰
違
い
虎
口
に

つ
い
て
も
、
織
田
勢
力
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
く
、
朝
倉
氏
の
虎
口
技
術

で
あ

っ
た
の
を
織
田
方

　れ
　

が
採
用
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
永
禄
十

一
年
、
信
長
が

上
洛
し

た
当
時
の
織
田
勢
力

の
城
は
、
む
し
ろ
畿
内
の
城
の
技
術
を

取
り
入
れ
な
が
ら
発
展
し
て
い
た
。

し
か
し
、
畿
内
の
横
堀
技
術
は
、
防
御
ラ
イ
ン
の
み
の
発
達
で
あ

っ

た
。
横
堀
を
巡
ら
し
な
が
ら
も
、
主
郭

の
優
位
性

の
確
立
や
、
曲
輪

の
機
能
分
化
と
は
結
び
つ
か
な
か

っ
た
。
虎

口
の
発
達
も
、
不
十
分

で
あ
る
。
播
磨
に
お
い
て
も
喰
違
い
虎
口
の
出
現
は
、
天
正
六
年
か

ら
の
羽
柴
秀
吉
に
よ
る
三
木
城
攻
め
の
陣
城

ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な

隔
ゲ
虎
口
の
発
達
が
遅
れ
る
の
に
つ
い
て
は
、
横
堀
に
よ
り
虎
口
の

出
撃
性
が
制
約
さ
れ
る
た
め
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

つ
ま
り
、
城
か

ら
の
出
撃
性
を
高
め
る
た
め
、
喰
違
い
虎
口
を
張
り
出
さ
せ
て
も
、

横
堀
を
渡
る
と
き
に
敵
の
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。
豊
田
城

で
も

一
部
に
馬
出
状
の
虎
口
が
あ
る
が
、
結
局
は
い
っ

た
ん
堀
底
に
降
り
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
織
田
方
の
城
で
は
そ
の
克
服
に
虎
口
専
用
の
空
間

を
生
み
だ
す
。
こ
の
空
間
を
横
堀
の
対
岸
ま

で
伸
ば
し
、
出
撃
機
能

を
受
け
持
た
せ
た
。
い
わ
ゆ
る
織
豊
系
の
馬
出
で
あ
る

(第
4

・
5

　ゆ
　

類
型
)。

こ
れ
以
降
が
、
そ
の
独
自
性
で
織
豊

系
城
郭
と

い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
織
田
勢
力
の
城
は
、
畿
内
の
様

々
な
城
郭
技
術
を
吸
収

し
な
が
ら
、
さ
ら
に
そ
の
弱
点
を
乗
り
越
え

て
い
く
。
織
豊
系
城
郭

の
発
達
は
、
自
己
完
結
的
な
も
の
で
は
な
く
、
既
存
の
技
術
の
吸
収

と
そ
の
再
編
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
そ

の
総
合
性
に
お
い
て
安

十
城
は
、
画
期
に
位
置
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
流
れ
と
、
松
永
久
秀
を
は
じ
め
、
上
洛
当
初
に
信

長
が
所
領
安
堵
し
た
畿
内
勢
力
の
没
落

の
過
程
と
は
、
重
な

っ
て
見

え
て
く
る
が
、
こ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。
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註
(
1

)

(
2

)

(
3
)

(
4
)

(
5
)

(
6
)

(
7
)

(
8
)

大
類
伸
、
鳥
羽
正
雄

『
日
本
城
郭

史
』
(
雄
山
閣
、

一
九
三
六
年
)

中
井
均

岬織
豊
系
城
郭

の
画
期

」
(
『
中
世
城
郭
研
究
論
集
』

新
人

物
往
来
社
、

一
九
九

〇
年

)

石
垣

に

つ
い
て
は
、
近

江
観
音

寺
城
な
ど

で
安
土
城
以
前

に
使
用

さ

れ

て
い
る

(北
垣
聰

一
郎

『
石
垣
普
請
』
法
政
大
学
出
版
局
、

一
九

八
七
年

・
村

田
修
三

噛
観
音
寺
城
」
『
中
世
城
郭
事

典
』

二
、

新
人

物
往
来
社
、

一
九
八
七
年
)
。
瓦

に

つ
い
て
も

播
磨

御
着

城
な

ど
中

世
城
郭

の
段
階

で
も
み
ら
れ
た

(
田
中
幸
夫

「
播
磨

で
活
躍
し
た
室

町

・
桃
山
時
代

の
瓦
工
人
集
団
」
『
播
磨
考
古
学

論
集

』

今
里

幾
次

先
生
古
希

記
念

刊
行
会

、

一
九
九
〇
年
)
。

村

田
修

三

「戦

国
時
代

の
城
郭
」

(『
歴
史
公
論
」

一
一
五
、

一
九

八

五
年
)

そ
の
画
期

に
、

村
田
修
三

「
城
跡
調
査
と
戦
国
史
研
究
」

(『
日
本
史

研
究
』

二

一
一
、

一
九
八
〇
年
)
が
あ

る
。

千

田
嘉

博

「織

豊
系
城
郭

の
構
造
」

(『
史
林
」
七
〇

ー
二
、

一
九

八

七
年

)

松

岡
進

「
書
評

前
川
要
氏
著

『
都
市
考
古
学

の
研

究
』
」

(
『
中
世

城
郭

研
究
』
6
、
中
世
城
郭
研
究
会
、

一
九
九

二
年
)

甲
斐

の
武
田
氏
は
、
永
禄

の
末

に
は
馬
出
を
使
用

し
て
い
た
と
さ
れ

る
。

(
9
)

(
10
)

(
11
)

(
12
)

(
13
)

(
14
)

(
15
)

　 　
2322
))

　 　 　 　 　 　
212019181716
))))))

 

(
24
)

『
言
継
卿
記
」
巻

二
十
九
、
永
禄
十

一
年
九
月
二
十
六
日
条
。
(
『
信

長
公
記
」
巻

一
、

で
は
上
洛

は
九
月

二
十
八

日
、

『
多
聞

院

日
記
」

巻
十

四
、

で
は
九
月

二
十

五
日
と

な

っ
て
い
る
。
)

『
信
長
公

記
」
巻

一
、
永
禄
十

一
年
十
月

二
日
条
。
(「多
聞
院

日
記
』

巻
十

四
、

で
は
十
月

六
日
条

に

「山
城

・
摂
津

・
河
内

・
丹
波

・
江

州
悉

以
落

居
」
と
あ
る
。
)

『
奈
良
市
史
』

通
史
三

(
奈
良
市
、

一
九

八
八
年
)

『
多
聞
院

日
記
』

巻
十
四
、
永
禄
十

一
年
↑
月

五
日
条
。

『
多
聞
院

日
記
」

巻
十
四
、
永
禄
十

一
年
十
月

五
日
条
。

『
多
聞
院

日
記
』
巻
十
四
、
永
禄
十

一
年
十
月

五
日
条
。

「
平
城
」
と

一
山

ノ
城
」

の
関
係

に

つ
い
て
は
、
村

田
修

三

「大
和

の

「
山

ノ
城
」
」
(
『
日
本
政
治
社
会
史
研
究
』

下
、
塙

書
房

、

一
九

八
五
年
)
参
照
。

『
多
聞
院
日
記
』
巻
十

四
、
永
禄
十

一
年
十
月
九
日
条
。

『
多
聞
院

日
記
」
巻
十

四
、
永
禄
十

一
年
十
月
十
日
条
。

『
多
聞
院

日
記
」
巻
十

四
、
永
禄
十

一
年
十
月
十
五
日
条
。

『
多
聞
院

日
記
』
巻
十

四
、
永
禄
十

一
年
十
月
十
九
日
条
。

『
多
聞
院

日
記
』
巻
十
六
、
永
禄
十
三
年

一
月

二
十
九
日
条
。

『
多
聞
院

日
記
」
巻
十
七
、
元
亀

二
年
八
月

四
日
条
。

前
掲
註

11

村
田
修
三

「
豊
田
城
」

(
『中
世
城
郭
事
典
』

二
、
新
人
物
往
来
社
、

一
九
八
七
年
)

『
多
聞
院

日
記
」
巻
十

四
、
永
禄
十

一
年
九
月
十
三

・
十

四
日
条
。

(十

四
日
条

は
、
「
鹿
山
城
」
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
前

日
の
記
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(
25
)

(
26
)

(
27
)

(
28
)

(
29
)

(
30
)

(
31
)

(
32
)

(
33
)

(
34
)

((

3635
))

 

(
37
)

(
38
)

事
と
併

せ
て
鹿
背
山

城
と
考
え

て
差
し
支
え
な

い
で
あ

ろ
う
。
)

中
井
均

「鹿
背
山
城

」
(
『
中
世
城
郭
事
典
』

二
、
新
人
物
往
来
社

、

一
九
八
七
年
)

中
井
均

「
木
津

の
城

」
(
『
木
津
町
史
』
本
文
編

二
、
木
津

町
、

一
九

九

一
年
)

前
掲
註

25
中
井
論

文
。

前
掲
註

15
村

田
論
文
。

註
6
千
田
論
文
。

『
細
川
両
家

記
」
、

永
禄
三
年
十

一
月

二
十

四
日
条
。

村

田
修

三

「沢

城
」
(
『
日
本
城
郭
大
系
」

一
〇
、
新
人
物
往
来
社

、

一
九
八

〇
年
)

朝
倉
弘

「近
世

」
(
『
榛
原
町
史
」
本
編
、
榛
原
町
、

一
九
九

三
年
)

前
掲
註

31
。

こ
の
よ
う
な
、

北
と
南

の
違

い
は
、
南
側
が
高
山
氏

以
前

の
沢
氏

の

城

の
影
響

を
受

け
た
た
あ
と
考
え

ら
れ

る
。

千

田
嘉
博

[大

和

に
お
け

る
中
世
城
郭
総
構

の

一
考
察
」

(
『城
』

一

三
、
奈
良

大
学
城
郭
研
究
会
、

一
九
八

四
年
)

『多

聞
院

日
記
』
巻
十
三
、
永
禄
十
年
九
月
五

日
条
。

村
田
修

三

「
佐
味
城
」

(『
日
本
城
郭
大
系
」

一
〇
、
新
人
物
往
来
社
、

一
九
八
〇
年
)

村
田
修

三

「
戦
国
期

の
城
郭
」

(『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』

八
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、

一
九
八
五
年
)
。

註
37
論
文

で
は
、
佐
味
城

の
横
堀
を
天
文

の
木
沢
長
政

に
よ
る
も

の

と
し

て
い
る
。
し
か
し
、
天
文

で
は
や
や
古

く
な

る
上
、
畝
状
空

堀

群
と

の
関
係
が
合
わ
な
く
な

る
。
豊

田
城

の
例

と
比
較

し

て
も
、
永

(
39
)

(
40
)

(
41
)

(
42
)

(
43
)

(
44

)

(
45
)

禄
頃
と
す

る
ほ
う
が
整
合
的

で
あ
ろ
う
。

今
谷
明

[
如
意
岳
城
」

(『
日
本
城
郭
大
系
』

=

、
新
人
物
往
来
社
、

一
九
八
〇
年
)

藤
井
善
布

「
丹
波
地
方

の
中
世
城
郭

に

つ
い

て
」
(
『
京
都
府
遺
跡

調

査
報
告
書
』
三
、
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究

セ

ン
タ
ー
、

一
九

八
四
年
)
。

福
島
克
彦
氏

の
ご
教
示

に
よ
る
。

多
田
暢
久

「
播
磨
河
内
城

の
縄
張
り
」
(
『歴
史

と
神
戸
」

一
六

一
、

一
九
九
〇
年
)

村
田
修
三

「
湖
北

の
城
館
」
(
『
滋
賀
県
中
世
城
郭
分
布
調
査
』
六
、

滋
賀
県
教
育
委
員
会
、

.
九
八
九
年
)。

多
田
暢
久

「
満
久
城

の
縄
張
り
と
そ
の
性
格
」

(
『満
久
谷
遺
跡
』
奈

良
大
学
考
古
学
研
究
室
、

一
九
八
九
年

)

前
掲
註
6
千
田
論
文
。

(
一
九
八
八
卒

・
姫
路
市
教
育
委
員
会
文
化
課
技
師
)
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